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(鉱物合成の歴史と最近の地球科学の知識)
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20高圧下における造岩鉱物の熔融

マグマの成因をしるのにもっともよい方法はマント

ノレの上部を構成しているとおもわれる物質をいろいろ

な温度圧力下で熔融させて推定することである｡しか

しこの推定方法にはいろいろな困難な問題をふくんでい

る,現在はマントル上部に存在するとおもわれる鉱

物の高圧下の熔融実験岩石の熔融実験や2,3の簡

単な系での結晶と派との平衡関係改どをもとにして推論

している.ここではおもな造岩鉱物の高圧下でグ)熔融

関係とそれに塞ろわる地球内部の温度をみてみよう.

造岩鉱物の高圧下に牟ける熔融実験は多くお二たわれて

きている.まず最初にとりあげられたのはダイオプ

サイドである.!952年3一ダｰ(H.S.YoD眺宣JR)は

合成された試料の融点変化を5眺までもとめた.そ

して熔融点〃温度圧力変化は次のような式であらわ

されることをしめした.

T(oC)雌至､39星､δ十Ω.01297P(bars)

そグ)ごボイド(F.見BoYD)とイングランド(J.L.

E鵬眺搬)は1958年に10～30kbまでまだ1961年に

は馳賄塞でのデｰタをえている.第1図はそのデｰタ

を示したものである.ごく最近1969年にウィリアムス

(D.W.W1皿1州s)とケネディｰ(G.C.KENNEDY)

し

針谷宥

は再びこの鉱物の高圧下での熔融点変化を測定し圧力

較正と熱電対の起電力較正を正確におこない第2図に

みられらようにボイド(F.R.Boyd)とイングランド

(J.LEN肌AND)のデｰタより高温側にずれた曲線を

えている.

高圧下で安定たガｰネットの1種であるバイ浜一ブに

ついては1962年やはりボイド(F.R昔腕珊)とイング

ランド(j.L.ENG眺珊)によって50蝸近く叢でおこ

なわれた.また彼等はエンスタタイトの熔融実験も

30kbまでおこなった.これらの結果を第3図と第4図

にしめす岨パイロｰプとエンスタタイトの融点変化は

ほとんζ直線に近くdT/dPの値はそれぞれ夏遂.｢C/

kbおよび9.5℃/kbとなる.ここで興味があるのは

エンスタタイトが6kb以上の圧力では分解熔融をせず

に直接液にたることを見出した.このことはすでに

1954年フ皿ルフ孝一ゲン(工耽醐00GEN)やその他の人

々によって予想されていたが彼等よって実証さ祁たわ

けである.ジェダイトについては196追年ペル(P.M.

BE肌)によって50kbまでのデｰタがしめされたカミ1970

年ウイリアムス(D-W.WlLL1A鵬)とケ率ヂイイG.C.

K酬NEDY)によって再検討がなされ第5関にみられら

ようにベノレ(P昔M.B肌L)のデｰタよりわずか高温側

にずれた曲線をえている.長石についてはすでにのべ

たのでここではあらためてのべない.
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第3図パイロｰプの安定傾城と融解剋1線

さてマントノレ上部における他の主要鉱物であるオリビ

ンの熔融実験は高圧下で非常在高温を必要とする､

1964年デイビス(B.T.C.D灯Is)とイングランド(J,

L.宣NGLAND)は50kbまでのMg一オリビンの融点曲

線をもとめほとんど直線的に変化することをみいだし

つぎのような式であたえられることを示した(第6図).

T(Co)=4.77P(kb)十1,898

一方脆の端成分ファイアライトについては!967年

スウｰ(L.C.HsU)によって検討され熔融曲線は

T(Co)竺1,205+追.85P(ki⊃)
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第5図ジコ･タイトの融解舳線ぺ〃刎964年のテｰクも

レめしてある
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であたえられることをしめした.この曲線の様子は

第7図にみられるとおりでフォルスデイライトよりも

わずかに急傾斜である.

さて一般に水が存在すると鉱物の融点は低下するこ

とがしられている.マントノレ上部に水が存在するらし

いことはすでにのべた.そこで水の存在するもとでの

鉱物の融点の測定も重要な意味をもつことに次る｡そ

こで多くの研究者によって水を含む高圧下での数種の

鉱物についてのデｰタが発表されている.2,3の鉱

物についてはすでに前にのべてあるので他のデｰタを

まとめて第8図にしめしておいた.この図から水の存

在下では大きく融点が低下することがわかる｡

マントノレを構成しているのはいままでのべてきたよ

うた鉱物の集合物質である.鉱物の熔融実験からのみ

でマグマの成因を推定することはできない.そこで一

方では岩石の高圧下の熔融実験もおこなわれている.
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第8図3

2,3の珪酸塩鉱物の

融解曲線におよぼす水

の圧力の影響
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そこでコｰダｰ(H.S.Yo皿ERJR.)とテイレｰ(C.E.

TILLEY)による玄武岩の高圧下での熔融を示しておこう.

第9図にみられるように10kbで1,000℃から熔融し

はじめ約1,200℃で完全にとける､また彼等は玄武

岩の高圧相であるエクロジャイトの熔融実験を20kb

30kbでおこない熔融混度の範囲は玄武岩のそれより

小さく約60℃であることをみいだした曲この図はまた

玄武岩とエクロジャイトの安定領域を示している.

水か存在すると岩石の融点も低下する.ではどのく

らを噸下するのであろうか.最近上部マントルの物質

と考えられるものについて水の存在下で熔融実験がた

された.1つは久城庄野秋本(1968年)によって

なされた一ハワイのオアフ島の火山岩中に産するカンラン

岩包含物でこのカンラン岩は上部マントルを構成して

いる岩石と考えられている｡もう1つはグリｰン(D･

深さ(』111･
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H.GRE醐)によって1968年に仮想のマントル物質組成

“パイ買ライト"についてである.これらの結果をまと

めて第10図にしめす.これらの曲線はいずれも物質が

熔融しはじめる温蜜をしめすものである.水の圧力と

全圧力の差によっても熔融闘姶温度は異なる.水の正

方≒全圧のときは無水にくらべて300～700℃水の圧

力<全圧の場合は200℃低下することがわかる､

さて鉱物や岩石ばかりでたく多く物質についての高

圧下における融点測定カミおこなわれている､その恋か

でわれわれ地球科学をまなぶものにとってもっとも興

味あるのは亙eの融点変化である･というのは地球の
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第9図高圧下における玄武岩'エクロジャイト転稗と融解散線
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Ajカンラン岩包含物無水

B:海シラン岩包含物水の圧力く金圧
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G-1大陸地晩1二部マントルの温度分布
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中心核は恥でできていると推定されるからである.

跳だけでたく鉄一二ッケノレ合金であるらしいと考えら

れていたが近年いろいろなデｰタから15%Si-Fe合

金とした方が核にもっとも近い圧力密度分布が与えられ

らこと成しられてきた.このようた物質の融解曲線が

決定されれば地球のマントルと核または外核と内核

の境界における温度を直接きめる手がかりになるであろ

う.賄の高圧下における融解曲線はいままでに多く

のデｰタがあるが最近のハイギンス(G.HI0G1鵬)と'

ケネデｰ(G.C-KENNEDY)の論文からのデｰタを参考

にして地球深部の温度を考えてみよう(1971年の論文).

近年衝撃波をもちいて数メガバｰル(Mb)の実験がお

こ放われるようになってきた.地球中心部での圧力は

鋤b程度であるのでこの衝撃波実験は地球科学的な

問題として核の物性を知る唯一の実験手段といってよい

であろう｡

およそ50kb以下でFeの融点と圧力との関係は第

王!図にみられるようにほとんど直線的に変化する.

しかしもっともっと高圧のもとではそうには決らないで

あろうことが予想される.第12図はFeの衝撃波Hu-

gOniOtである.このようたいろいろな実験デｰタや外

挿法によってFeの融解曲線は第13図のようにしめさ

れる.これをもとにして地球内部の温度を推定してみ

第12図
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よう.第14図は縦軸に深さを横軸に温蜜をとってあ

る.内核と外核の境界は深さにして5,100km圧

力は3.3Mbとみつもられているので温度は4,250℃

にたる.核とマントノレの境界は2,900km温度3,750

℃と見積られる.両者の差はおよそ500℃であるとと

がわかる.これはあくまでも純粋たFe金属の融点変

化から推定したものである.まえにものべたよう1こ

Si-Fe合金かNi-Fe合金として中心核を考えれば

温度はこれよりも低いと考えてさしつカ;えたいであろう.

錦13図

数メガバｰル下のFeの
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21地球内部の鉱物組成

さて今までながたがと高圧下の鉱物の転移や平衡関

係を汰がめてきた.このような高圧実験のデｰタが地

球内部の知識をえるのにどれだけ有効であろうか?そ

んな観点から少し地球内部のことにふれてみよう.

第15図は最近考えられている地球内部のモデノレである･

このようたモデルをつくるのにもっとも基本とたる資

料は地球内部を伝わる弾性波の速変分布である.各

深さにおける縦波横波の速度VpVsは第16図のよ

うにえられておりブレン(K.E.B肌L酬)は地球内

部をかりに7つの部分にわけてABC……と命名し

その区分が図の中にしめしてある.Aは地殻とよばれ

る表層でその厚さは大陸部分で35たm海洋部分で

5kmである.圧力にしておよそ10kb変成岩深成岩

花筒岩やペリトタイトで構成されておりionicbondを

もった珪酸塩鉱物カミその主体と肢っている.410kmの

深さまでをB層とよびA層とB層の境は1909年クロ

アチアの地震学者モホロビチッチ(A･Mo互0R0wcIδ)に

よってバルカン地震の地震現象を調べた結果この間に

不連続面のあるとこを見いだした｡この不連続面より

浅いところでは地震波速度がそれより深いところよりお

そくまた変化にとんでいる､モホロビチッチ不連続

面でのもっとも確からしい温度は大陸地域で500～600

℃大洋地域で醐～300℃である.モホ面の上下では地

震波をつたえる膜質がその物性を不連続にかえている

ことを意味するにちがいたい.そこでモホ面は異たる
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第15図地球内部の構造

化学組成をもつ物質の鏡界であるかこの境界面で物質

は相転移をおこしているのかいづれかであろう｡しか

し不明な点が多い.現在われわれがしっている岩石と

対応させるとすればエクロジャイトあるいはカンラン

岩カミ最も適当であるように考えられる.もしマ;■トノレ

最上部の物質がエクロジャイトだとすると鶏9図にみ

られるように高圧下で玄武岩からエク回ジャｰイトに転移

するためには圧力にして6～8kb位の漸移帯が存在す

ることが高圧実験から知られている.しかしそホ面は

たいへんシャｰプに変わっているので漸移帯か存在す

るとは考えにくい.しかし北米大陸の太平洋岸のある

部分ではモホ面がはっきりし危い｡そのよう匁ところ

ではこのような漸移帯が存在しマントル最上部ではエ

クロジャイト様物質が存在するのかもしれない,また

一方化学組成が変化する境界面だとするとな昔このよ

うに急激にモホ面を境にして組成変化がおこるであろう

か?一応第15図ではgamet-per呈do肚eと考えておく.

B層のもう王つの特徴は玄武岩マグマの起源がこの

層にあるらしいことである.圧力下での融点1,20ぴ～

五､300℃でありマントル上部の温度が玄武岩の融点に

もっとも近づく深さをもとめると50～150km位となる.

およそこの位の深さで地震波の低速度層が存在するこ

とがしられている.この低速度層は何を意味している

のであろうか?低速度層は部分的に熔融し花玄武岩

マグマのたまりと考乏ることができる､そうだとする

と火山作用の起源はこの低速墜層にあると考えられる凸

このようにB層はひじょうに著しい不場質性がある.

これは本質的た物質組成の変化と関係しているのでは扱

く高温高圧下で二次的な組成変化あるいは相変化

によるものだと考えられている.いずれにせよB層の

もっとも確からしい初生的岩石はあきらかにザクロ石
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カンラン岩であろう.ブレン(K.E.BU肌酬)のB

CD層を人によっては上部マントノレ漸移帯下部マ

ントルとよんだりBCを上部マントノレとよ1んだりし

てレ､る､

最近リングウッド(A.E･RINGwooD)はB属すな

わち上部マントルの初生的た岩石をパイロライト“pyr0-

lite"と名づけこれの高温高圧の安定領域からB層の岩

石を推定しているので少し紹介してみよう.パイロ

ライトという名前は輝石“Pyroxene"とカンラン石

“o1ivine"の最初の綴りをとって“Pyrolite"と名づけた.

この仮想的岩石の組成は玄武岩とペリトタイトの中間の

組成で玄武岩1:ペリトタイト3の組成に相当する.

モデル的たパイロライトの化学組成と他の岩石の化学

組成を比較して第1表にしめしてある.また上部マン

トルにおける化学的たモデノレを第17図に示した.彼は

エクロジャイトはこの図にみられらように部分的にペ

リトタイト層の中に散在しているにすぎ低いとしている.

さて第17図にみられるモデルを考えるにいたった高圧実

験の根拠について考えてみよう.パイ程ライト組成の

岩石は圧力と温度条件によって遂つの相集合にわけら

れる｡

銅1表パイロライト組成と他の岩石の化学成分の比較
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この産出は大洋地殻のモホ面のすぐ下30k狐の範囲にあ

ると考えられる､P1agioc1asepyro1iteの領域は

｡liv豆肥十diops1d三｡pyroxene(1owA1)十〇r出｡Pyroxe鵬(1ow
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とP1agioc1asaである.

この斜長石はすでにのべたよ

これらの相集合の安定関係はどう次るであろ

うか.現在までの高圧実験ρ成果からリン

グウッド(A.E.RINGwooD)ほ第18図のような

安定領域をしめすものと考えた､ampho1ite

の安定領域は温度と水の蒸気圧に支配される.
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うに圧力の増加と共に

a1bite一→jadeite+quartz

anorthite→Ca_Tschermak'smoIecu1e+quartz

quartZ+fOrSterite一･enStatite

となりjadeiteCa-Tschermak's肌｡1ecu1eはPyro･

XeneのたかにSO1idSO1utiOユとして入ってしまうので

高圧下で斜長石は安定に存在しえない.そこでPlag1O･

c1asepyroIiteはその産出が限定されnoma1oceanic

工egiOnや地殻のうすい高い熱流量をもつ10C組1た部

分にみられるであろう.すなわち日本や北米西海岸の

1部に存在することが期待される.斜長石が高圧下で

一輝石に相転移するとpyrOxenepy1oriteの安定領域にた

る.この領域は高温側と低温側の2つの領域にわけら

れる､第18図のBC以下ではスピネルが形成される1

温度の増加と共にスピネノレは減少しBClineで

xMgA120一十(1+x)MgSi03=MgSi03･xA1霊03+xMg2SiO'

獰楮敬��慴楴����慴�敦��敲�攀

�����

の反応でスピネノレは消失する.この平衡関係は1964年

マックグレゴｰル(I.D.MAcGREG0R)によって研究さ

れたものである.py･0xenepy･0王iteの安定領域は130

～140kmまで広がる.そこで第17図にみられるよう

に鵬a頁や列｡r狐alcontinentの下部に存在しもっと

深いところではgametがあらわれてgametpyrolite

となる.このpyroliteは相当に広い安定領域をもって

おりこの相集合の｡livineと1owA1pyroxeneは400

kmの深さまでの高温高圧状態で安定でありまたgar･

netはdenserphaseに転移するがやはり相当の高圧

下で安定であるので9ametpy･o1iteは地下400km

すたわちB層の下部をしめているものであろう.この

ようたそデルによって一応観測される地震波に説明をあ

たえることができる.

るとこである.B層よりC層では物質がより密な構造

に転移していることは明らかである.すなわちオリビ

ン輝石などの珪酸塩が高圧の結果最密構造をとっ

た酸化物型のスピネルあるいはコランダム構造にだんだ

んと転移する漸移層と考えられそれが深さにして410

kmから900kmにまでおよぷ.クラｰク(S.P.

CLAcK)やリングウッド(A.E.RINGwo0D)等は次の

ような転移を考えた.

2MgSi03(輝石)→Mg2SiO｡(カンラン石)十Si02(ステイショバ

イト)

Mg2S104(カンラン石)→Mg2Si04(スピネル)

Mg2Si04(スピネル)十S三02(ステイショバイト)

一･独笠竃s呈｡雪(ρいナずト)

Mg2Si04(スピネル)→MgSi03(々レ｣メナ《ト)

今泌gO(ペックレｰス)

このよう恋転移は深さとともに次第に進行し密度も

3.2から3,9に増大する｡またその結合様式もイオン

性の強いものから共有性の強いものえと変わるであろう.

.また最近実験に成功した輝石一→コランダム型転移は

カンラン石一→スピネル転移より高圧下でおこると考え

られるのでC層の下部で実際におこっているであろう.

C層の研究は地球についての科学にまったく新しいぺ一

ジを開くものといえる｡そして現在の超高圧技術は

C層の圧力まで発生できるようにたっている.われわ

れはまさにその第夏歩をふみだしたということができよ

う.珪酸塩が酸化物型の最密構造にかわる転移はほ

ぼ地下900友汕す恋わちC層で完了し以下2ヨ90⑪隻臓

までのD属すなわち下部マントルでは主としてスピ

ネノレコランダム構造にかわった相であると考乏られる､

このD層は王､C00～2,900k血まです恋わち核との境

界までであり地震波速度は深さとともにゆっくり増大

している.この特徴は同じ組成同じ状態のものが

深さにともなって増大した全圧の効果として完全に解明

されうる.

一方マクドナルド(G.J.F.MAcDona1d)は主と

して熱流量のデｰタと熱源の分布についての仮設から出

発して上部マントルはカンラン岩5:玄武岩1の組成

の岩石からたると考えた.彼はカンラン岩の下にはタ

ンカシラン岩を考えた.そうするとマクドナルド(G.

J.F.MAcDoNALD)の上部マントルはリングウッド

(A.E.RINGwooD)のそれよりも若干塩基性にたる.

B層についてたかたがとのべてきた.まだいろいろ

た仮説があるが最近の高圧実験の成果でずい分くわし

くわかってきている､このことはC層にっいてもいえ

以上のべたようにマントルが珪酸塩または酸化物を主

成分とすることは確からしい.しかしその深部の核を一

づくっている物質についてはまだたしかな答は用意さ

れていない.2.9001㎝1よりI内部は核とよばれそれは

外核と内核の2つにわげられる.ブレン(K.E.BU肚

珊)はEFG層とよんだ.さてこの核は横波がと

おらずかえって強い反射波がみられることなどから液

体であろうと推定されている..ただ5,000k服の深さ

で縦波速度が急にましており(第16図)これより内部

のいわ孕る内稼は固体であろうといわれている･稼�



一一35一

を構成する物質がなんであるかという問題は宇宙化学

その他の観点からも大へん重要である.また核物質を

推定するのに隈石の研究も重要である.隅石を大きく

わけると珪酸塩を主成分とする石質隈石とFeNi合

金からできている隅鉄とがあることはよくしられてい

る.隈石が地球の生成条件ににた条件でできたとすれ

ば

石質陶石一･マントル

唄銭一→核

と対応して考えるのも無理はない.この考えは必ずし

もむじゅんしない.たしかに核の密度(平均10gr/cmヨ

程度)はある状態方程式にしたがってFeを核での圧

力まで圧縮したときの密度に近い.Feの衝撃波実験の

計算結果はアノレシュラｰ等(L.V.AL'･s亘ULER)によ

って第19図にしめされるようになる.Mumaghan-

BirChの状態方程式によく沿っていることカミわかるが

さらに高圧の状態(約100Mb以上)ではTho㎜as-

Femi-Diracの量子統計をもちいた状態方程式につ在が

るようにみえる.図には地球の核での圧力と密度の関

係がしめされているが温度の影響を考えても明らかに

地球の核がFeだけでできていると考麦ると重くたりす

ぎることがわかる.おそらく他の軽元素と合金をつく

っている可能性があるが事実最近ソ連とアメジカで

珪素鉄合金について衝撃波実験がおこなわれ約1晩Si

一胎がもっとも核に近い圧力密度分布を与えることがし

めされた.また蹟鉄の申からワイ(C.M.WムI)によ

ってS王一Fe合金が発見され核の物質に対する多く

のインワォｰメｰションがえられるようになってきてい

る.

最近の高圧実験はより高い圧力より高い温度にと

その技術の進歩はめざましくまたより一層の地球物理

学的観測デｰタと相まって地球深部の知識もより一層

確実なそしてよリ新しいデｰタが期待される岳さて

高圧実験の成果は地球深部の物質の状態の知識ばかり

でたく地殻における鉱物の平衡関係やその温度圧力

に対する共生関係の知識を大いに掃きょうしてくれる.

このことは今までにのべた高圧下における鉱物の平衡図

をみてもらうとよく理解できるであろう｡そこで少し

変成岩を例にとってこのことを見てみよう.

22変成相における鉱物平衡関係

1939年にエスコラ(P･Es鮒趾)は8つのおもな変

成相を確立した.この8つの変成相によって地球上

のおもた変成岩の多様性ダ)様子がかたり正しくしめさ

�　
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婁
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第19図一

衝撃波実験から求めたFe

のびK等温圧繍曲線

MB:M岨na威独一趾｡h

TFD:Tbo㎜a菖一貧艶㎜至一

�牡�

れている.ここでは最近のウィンクラｰ(H･G･F･

W1N肌醐)の著書とタｰナｰ(F.J.TURN醐)の著書

から温度圧力に対する変成相の分類を在かめてみよ

う.ウィンクラｰ(H-GλW工脳醐R)は次のよ

うにしめしている.

I.浅い接触変成作罵

A1,500bars以下の非常に低い流体圧ω～(4)へ｡と温度の

上昇をしめす.

(1)albite-ePidote-hor泌董e重s董盈£童髄

(2)bOrnbiende-hOrnfe五s童藪｡i奮s

{3)I(一fe1dsPar-cordier玉t竈一一お⑪f獄董ξ玉島童餐｡始§

(…脳6･･一神脇とよんで蝸)

!4)醐1ぬ1艇董･･1竈･

巫｡広載な動力熱変溝作用

A2量00ト6ヨ00⑪も醐凄での低い圧力か牽経度の圧力の

場合玲州貴竈ω州②と濃度の上昇をしめす｡

1ガ慧雌∬滋§を録1磨§

12)･o池er1蛇刊㎜曲bo晦差ac1鑓

B6,000b藪τs以上の非常に高い圧力P声Psω一(3)べ'

と温度の上昇をしめナ.

`1〕9reensch三st{acies(蜆寺にglaucophan旦ticgreen

獣��晡捩��

エ2)星1nlandilユe一則nphibo1ite鈷｡ies

(3)特に高温でP112o<Psのとき

杲慮畬楴敦��匀

皿.埋没変成作用

A低温中圧条件Pf仁Ps

(1)至aun,ontite_prehnite-quartz{自｡三es(普通量eo工三重三｡

麦aCieSともよんでいる)

/2)興mpe11yite-prehnite-quartパacies(普通P工eh曲e

-Punlpe11yite-metagreywackefaciesとよんでい

る)

ωのfaciesよリ12)の方がやや温度が高い...�
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またタｰナｰ(F,J.TuRNER)は

A.低圧拙

1.桂王bite-ep三δote_hornfels

2.hornも玉end進一hornfe1s

3.pyr◎x芭ne-hornfe1s

4.san三∂三蘭三芝e

τ叫

第20図変成相と温度圧力との関係

B低い温度高圧かまたは非常に高い圧力条件Pf二Ps

(工)la蝸㎝i重ト劃1趾efaC1eS

(2)玉a棚｡撒1重e-g玉醐｡o曲藪nefacies(普通に91aucoPhane

-S曲竃t童aCie竃とよばれているもの)

(1〕より12)の相が圧力が高い.温度が高く渋ると

g1aucophani宜icgreen-schistfaciesになる.

B.中正高圧相

5.zeo至三毛e

6.Prehn三艇一Pun-Peuyi姥一工舳e抵纂苫騒y-

WaCをe

7.9ree貝一schist
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9.9r帥も脱e

C.非常に高圧の条件

10.91㈱£o曲婁順一盈wso鷲如ぺあs宣

11.ec1ogi能

のように分類している.これらの相の温度と圧力の関

係を第20図にしめしてある山さて最近の高圧実験のデ

ｰタからもう少しくわしく相平衡をつぎにながめてい

こう畠

(筆者は北海遠大学理学部地質学鉱物学教室)

倮�

1957～ら8年の国際地球物理観測年を記念した切手は各国で発

行されている.ノ1レウェｰではこの切手として1957年7月1

目に北極にあるスピッツベルゲン(35オｰシ)ヤンメイアン

(25オｰレ)と南極大陸(65オｰレ)がとりあげられている.

ノルウェｰは本国でさえも北緯58度から71度に達する高緯度

の国であるが大西洋をめぐってくるメキシ:コ湾流に洗われてい

るため緯度の割には寒くない.

ヤンメイァン島はノルウェｰ本土の北端とほぼ同じ緯度の大

西洋中央にある火山島でアイスランドより約400km北にある.

これはアイスランドと同様中央大西洋海嶺の頂部をなす火山の

ひとつで典型的な撤櫨石玄武岩からなっている.この島の南

半はややゆるやかな地形であるが北半には海抜2.2771]ユのハｰ

コン七世峰がそびえ項土1こは円い火口湖状の部分があり水の

代りに氷がっまっていて北酉側の火口壁が破れ頂上から海ま

で壮大な氷河が流れ落ちている.溶岩は不整合で上位と下位に

分けられ上位はケラトファイヤｰ質玄武岩や無斑農玄武岩下

位は粗面安山岩や玄武岩か多い､この姦には北大西洋ダ)重要な

無電基地があり気象観測や航海･航空ガｰイヂ1こ渚躍している､

スピッツベルゲンはノル箏ユｰではスわ･ルパルドと蹄ばれ

る.これは北緯77度から80度にわたって分布する2つの大きな

島と無数の小島を含む一瀞の島々で籍一次世興大戦後攻治

的にはノルウニｰ領と決められたが鎮±としては国際領主恋夢)

でどの国でも利用することが出来る.現在でもノルウェｰと

ソビエトの炭鉱(虞唖紀∴古第三紀層)イギリス穿坤テライト

追跡ステｰジョンアメリカの石油会社が石油の探査､をつづけて

いるという具合である､この島々の東半には先カンブリア系

結晶質基盤が露出し西半はカレドニア造山帯に属し頭岸沿い

に高度変成岩や花嵐岩が分布する.このカレドニア変成帯はデ

ボン紀から地塊運動を行ない中期古生代から新第三紀塞でほ

ぼ完全に連続した地層がゆるやかに摺曲して分布する.これら

のうち石炭紀層や白亜紀～古第三紀層には石炭がはさまれこん

な高緯度にも炭坑が開かれている.近年臼亜紀層の砂岩の上

に恐竜の屡跡が発見されて話題をよんだ.

この島は今世紀はじめまでいくつかの有名な北極探検隊の基

地として用いられノルウェｰは国立極地研究所をもって毎年定

期的な調査隊を送って科学的調査を進めている,､藻の大部分

がこのような科学探検隊によって聞かれ危ので地名に科学者の

名がつけられているものが多い.最高峰ニュｰトン燐をはじめ

ノ･一カｰ氷河エスコラ湾ゼｰタｰホルム氷河肢ど地質学普

の名称も各地にみられる.�


